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：
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。
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叙
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.0
た
.や
i

:
?̂
n

ク

ス

の

砑
_

は
、容

？
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。
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.
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搞
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.
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；
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H
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著
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が
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、
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懷
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落
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^
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「

古
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叙
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。
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。
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双
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畠
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、
村

•葚

j 

兩
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‘
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:
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.ょ

，，つ

：
.；
て.、
邦
..譯

 ̂

^
た
0

筆
者
は
こ
の
邦
諍
を
見
る

こ

--
?

」

が

出

來

な

か

つ

た

の

は

遺

憾
 

で
あ
る
。
偷
ほ
宇
論
執
筆
中
新
邦
譯
の
一
部
が
現
れ
た
。

山
本
琴
、佐々
木
巖
譯
モ
ル 

-

ガン齊古代社會上卷

.
が；こ

.，れで

'
ある。

'原
著
書

.の〔

約前，平の

.
'邦
_
で
そ
の
完
成
の 

ニ亨

^

を

希

望

ヤ

务

.°

:
:一
 

筆
；者

.は
、大K:

體

ぺ

こ

、
の
._ :

書

.tc
P
つ
'

^
原
へ
文

,-
を
'
引
：：用

す

'3
こ 

'ゴ
に
し 

,
: 

'
 

た
？

.

こ

の

序

次
^

1.

鑛

，し
X

も
、直

も

、R
、
明
M

で
：
あ

-'
6

や

ぅ
^
、
モ
：，
ル

ガ
ゾ
の

«

本

主

張
.は
、社

會
® 

象

及

0

社

脅

顧

度

女

為

：
.け

る

規

律

性

の

論:®
.で

あ

る

：。.
モ
ル
，
ガ
シ

〕

は
こ
の
主
酿
を
詳
細
^
次 

の
や

::
5

k
述
.ベ
て
ゐ

A

O「

人
類
の
ぁ
ら
ゅ
る
主
要
な
制
度
は
、古
代

ic
あ
い
て
、人
類

が
0

い
て 

ゐ
た
思
想
の
ニ

'三
の
胚
種
か
ち
應
化

.し
來
ら
た
も
の
で
あ
る
。

ミ
れ
ら
の
胚
種
は
ま
づ

.
野

®
 

時

-^
に
あ
い
て

:^
の
發
達

5:
K

始
し
未

.

時̂
代

?:
®

て
、酸
酵
し
、

^

ら

R

文

明

時

代?:
通

じ

て
 

そ
の

.發

達
を
.繼
續
し
た
も
，，の
で
あ

.る
？ 

Z

れ
ら

Q
思

想
.
の
胚
種
の
進
化
は
、腦
職
そ
の
飞
の
の 

本
質
的

.屬
性
を

«

^
す
る

ゼ
乙
ろ
の
自
然
の
論
：理

k

ょ
り
て

.導
か
れ
て
ま
た
も
の
で
あ
る

C 

Z
の
原
則
は
、如
何
な
る
經
驗
狀
態
，の
も

ビ
ド
あ
い
て
も
、ま
た
如
何
な
る
時
代

^
、お

r
て
も
、頗

ぶ
る
規
則
疋
し
く
そ
の
機
能
を
遂
行
す
る

か
ら
、を
の
結
果
は
劃
一
的
紐
織
的
で
あ
つ
て
、明
ら 

力

S

の
經
路
を

0

る
-〜

が
相
來
る
。
之
れ
ら
の
結
果
だ
け
で
も
、人
類
の
起
源
が
單

一

で
あ 

つ

r

こ
セ
を
立
證
す
へ
さ
確
實
な
證
據
を
將
來
提
供
す
る
で
あ
ら
う
。
諸
種
の
制
度
、發
明
、發 

見
な
ど
の
う
ち

k

啓
示

3

れ

る

人
類
の
精
神
史
は
、恐
ら
く
個
々
人
ド
ょ
つ
で
永
續
达
ら 

驗
を
通
じ
て
發
達
し
た
尠

)
.
：

衝
族
の
歴
史
で
あ
ら
う
，
乂
類
の
心
意

i

命

S

の
上

5

も 

强
い
影
響
を
與
へ
广
た
思
想
の
本
源
的
胚
種
の
う
ち

^

は
、政
治
に
關
す
る
も
の
、家
族

^
關
す
る 

も
の
、言
語

』

論

す

る

4

の
、宗
敎
ド
關
す
る
も
の
、財
産

^

關
す
る
も
の
な
ざ
が

.含
ま
れ
て
ゐ
る
。
 

乙
れ
も
の

11
£

種
は

.
い
'、つ
れ
も
，そ
の
明
確
な
端

.緖

£

蠻
時
代
^
發

U
、且
つ
論
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達
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た

も
の
で
あ
る
が
現

k

な

ほ

進

步

し

つ

’
あ
々
、將
來
永
久

^

進
步
を
繼
續
す
べ
さ
替
の
も
の 

で
あ
ゃ

か
i

れ
k

は
何
ら
終
局
的
な
完
成
が

.あ
^
得
な
い
の
で
あ
る
。
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度
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古
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且
つ
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は
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^

あ
け
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社
畲
學
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方
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^

J

致
す
る
も
の
で
あ
る
。
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あ
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會
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ら
れ
な

'が
ら
屢
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見
ら
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實
蒐
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I

片
な
認
識
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ぃ
所
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あ
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1
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^

の
求
段
纪
見
ら
る

V 
•か
如
き
木
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の

®

想

^

到

達
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;

?
お
る
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彼
が
如
何
は 

こ
の
思
想
に
徹
底
し

v

わ
切
が
を
示

す
拉
め

S

々
は
彼

.の
現
代
文
マ
明
^
對
す
石
見
解
を
引 

用
す
る

.で
あ
ら

55

0

. 

'
.
'
ゥ

.リ

,-
'
v
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:

:
「

文
明
期
の

•開
始
以
來
、財
產
の

/
增
大
：は

E

大
な
も
の
で
あ
夂
を
の
形
態
は
種
々
で
あ
う
、そ 

パ
の
利
用

‘は
廣
大
で
あ
ガ
、そ

.；の
管
，皿
は

^

有
考
.の
利
翁

^

適
合
し
て
ゐ
る
の
で
、そ
れ
は
、入
民 

.

の
侧
が
ら
い

.へ
ば

、
'

t

の
支
酡
し
得
な
い
權
カ
り
で
ゐ
る
。
人
の
心
は
、そ
れ
自
ら
の
創 

造
物
の
前

^

當
惑
し
て
ゐ
る
。へ：乍
併
、人
智
が
財

0
.
K
對
，す
る
支
配
者
に
上

^
、財
産
所
有
者

の
，義
務

^
.所
有
權
の
限
定
ビ
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T
p
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の
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護
す
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財
産
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す
る
國
家
の
.關
係
を
規
制
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す
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ら
う
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益
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’
0
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利
益
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對
し
て
優

'越
す
る
。
而
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::

て
、兩
者
は
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し
く
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ず
石
關
係
は
置
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
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進
步
が
過
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則
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う
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の
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け
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な
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の
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ば
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み
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追
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*
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け
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技
術
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し
た
黙
に

.あ
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て
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に
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物

史

觀
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，
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人

*

が

^

の
楷
梯
の
最

.低
部

.か
ら
出

.發

r>
:て
*

次
.進
展
し
來
た

も

の

で

あ

る

ど

い

ふ

重
 

要
な
事
實
ば

、繼

，次
的

.に
發
明

3

れ
だ
彼
等

'の
：生
存

^

、の
諸
：技

術
^

ょ
つ
て
適
切

^

明
示

3 

れ
.て

：

Q

る
0

こ
め
生
存
技
術
ド
あ
け
る
熟
練
の
上

^

こ
そ
、人
類
が
何
故
地
球
上
ド
お
”
て 

倣
越
す
る
に
至
つ

.た

.力
ど

S
ふ

全
問
題
が
.依
存
し

て
ゐ
る
。

人
類
は

實

k

食
物
の
生

.產

C 

對
す
石
絕
對
的
の

.支
配
權

-5
:
獲
得
し
た
^
云
ひ
得
ら
れ
る
唯

一
の
生
物
：

で
あ
る
。

乍

中
、
V 

.
類

は

最

初

か

ら

，他

の

動

物

以

：土
^

乙
の
支
配

'權
を
有
し
て
ゐ
た
譯
で
は
な
い
。
人
類
は
生 

存
の

M

礎
を
鑛

大
，オ

る

乙

せ
な

し

R

は
、同

一

食

物

の

な

..い

他

の*

域

に

發

展
し
て

行

つ

て

、 

終

に

地

球

の

.全

褒

面̂
繁
殖

す
る

こ
ヒ

が
出
來
な
か
つ

た
ら

ぅ
o

そ
し
て

最
後

it
食
物

の 

種
類
：：V

J

分
量

V

に

對
す
る
絕
.對
的
の
支
配
權
を
獲
得
す
る

乙

^
な
し
に
は
、彼
等
は
漸
次
そ 

の
數
を
增
し
て
、人
口
稠
密
な
諸
民
漩
を
形
成
す

る
こ
.ど
が

出
來
な

か
つ
た
ら
ぅ
。

從
つ
て 

人
類
進
歩
の
主
要
な
諸

.時
代
は
、生
活
資
源
の

«

大
ど
多
か
れ
少
な
か
れ
、直
接
^
符
合
し
て

.
ゐ
た
も
の
の
如
ー
く
で
あ
る
ズ
註
四
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0

力
く
の

*

さ
見
地

.か
ら

"
モ
ル
ガ
ン
は
，後
に
示
す
や

:5
.^
人
類

_

涉
の
段

.階

?:
區
分
し
て
ゐ 

る
の
で
あ
る
が
、彼
は

^

た

人

類

の

.進

步

_

ど

技

術

の

發

明
^

の
翻
係
を
次
の
如
く
規
定
し
て 

ゐ
る
。

I

及
；び
發

.見
の
出
現

^

制
度
の
發
達
せ

ビ
も

$

類
の
心
意
は
必
然
的

S

長
し 

膨
：張
す
名
。

)

：
か

、ぐ

：て

：吾

々

は

：腦

，赌
'
そ

：
の

も

，
の

、
殊

た

大

_

部
分
が
漸

‘次

«

大
.し
で
行
く
の
を
認 

め
る

R

至
る

o

野
蠻
時
代
に
あ
い
て
は
、こ

'0
精

神

，
猶

雄

達

一

が

緩»

で
.あ

0

た

乙
€
は
佘
儀
な 

い

ビ
I

で
ぁ
！

背

蓋
：.

じ

；

極
；：

め
.；て
單

」

純
汝
發
、明
？

請

神

的

努

カ

?:
®

け
る

1

の
皆
無 

ま
た
は
殆
ん

マ

」

無

R

近
い

$

の
か
ら

*
.こ
れ

;|
:
碑
し

遂

げ
る
乙
ど
が
極
め
て
困
難
で

あ

6
-、且

0 

.か
や
，ぅ
な
龃
雑

.な
：生

’活
狀
態

.の
1

.

|

:り％

供
利
用
す
べ
き
何
等
か
の
物
質
も
し
く

は
、
力 

を
自
然
界

k

發
m

す
：る；，：

5

ど
が
困

_
,で
.あ

ゥ

尜

，
：
：
か

ら

/
で

：あ

a

。
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.
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最

初

：:'
0
諸
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明

及

■び

最 

初

0
:種

々
_な

社
.會
_

織

は

、
こ

れ

を

成

縣

：ず

，る

た
‘は

'疑

ね

ネ

な

く*

%
画

雛

で

.あ
0

た

。

從
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V

そ

れ

：
か

ら

ぼ

極
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め

’
.
て

攀

，
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"適

會

/5
;
說
'明
爾
は
'、
家

：
族

©

形

：
藤
.0
_

次

，
的

發

展

知

異

热

^

牡

：
る

：

-,
:
:°.へ
幾
.何
級
數
的
-
#
率

を

も
つ

^
 

^
 

說

朋
.ム
て
：
ゐ
る
：::
° 

.
M
.
0
. S
迦

：
歩

、
は

、

*

*
か

?&
:最

隹

ま

：
で;#
摩

k

で
は
、な
く

ダ

も
、本
質
的
拽
幾
何
級
數
的

冬
比
率
ド
為
：

^

て
'行
：_

れ
：
て
：；
來

た

：
の
：
で
で
あ
；
石

。
遥

四

五

,^
出
“

. 

ご

:!
..

註
一
四'
:五
,
.

J
r
g
a
n
,

 pp. 

d
r
'
g

 ̂

て

.

-
,
;
:

a

'

义
ッ
の.生
.

®資

料

生
*

の
.：技

»

は
、社

會
.生
：：活
>の
_

礎

:5
:
:講

：成
：涑 

が

ft
會

生

，
活 

k

if
し
.
て
.
.
*
,
大

#
意

義

^

有

す

.
る

法

產

.

の
.
如

幸

洗

生
：；.

廣
.技

*

V:::

深
'
:い

觸

係

を

：
有

す

る

：。
：

'

『

財
產

' 

®
發
達
は
發
朋
及
び

.

#見
の
：進

.翁

$
相
伴
ふ

;0
.
.
:
で
，あ
；
^
。1
;1
四
六
3
ぉ

而

し

そ

財

產

は

：、政
：治

的

刺
 

度
' 並

R

家

.族
を

制
約
す
へ
ベ

;s
s

素

m

あ

る
' 0

':
■[¥■
:リ
シ

ャ
' Q

；

■諸

制

度
.5:
改

鑄
し
て
、
政

治

的

社

會
 

へ

の

道

を
.祐

き

り
'
、

ぁo

た
'
:
S

は
、尉
.產

で

：
务0::

允

。
，S

5
-S
'
--家

：：

族

：
の
，
形

.

態

A

ま

^

財
，產
の

. 

影
響
を
受
け
る
，

乙
^

が
大
で
あ
る
。

單
婚
家
族
，の

^

:&
'は
厚
有
，財

.產

制

#
庳
接
の

r

產
：物
で
あ 

る

ビ
い
つ

.

.て
い
、。.要
す
る
に

-̂
財
產
は
社
：會

.

.の
有
機
的
機
構

5:
動
か
す
ほ
ざ
有
カ

^

な
つ
て 

來
た
の
で
あ
る
。

」
(

驻四八

)

：
而
し
て

^

產
が
生
產
技
術

R

ょ
つ
て
制
約
せ
ら
れ
る
ど
す
れ
ば
、生 

產
技
術
は

'社

#

の

®

礎
を
形
成
ず

.■る

V
.
S

ひ
得
る
の
で
あ
る
。

I

驻
：四六
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へ：，
，
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.

.
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驻
脚
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M

n

»

op. cit.,'pp. 2231224- 
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四
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四
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要
す
る

K

モ
ル
ガ
ン
の

「

唯
物
史
觀

」

は
次
の

0

R

到
達
す
る
ノ「

人

類

の

知

識

及

び

經

驗

-̂
屬

す

る

す

ベ:

て
の
事
*

；は
、全
.體
、ヒ

し

て

.の
人
類
■が
、低

位

狀

態
.か
.
ら

高

，
位

狀

態

.
へ

着

々

進

ん

で

來

た
も
の
で
あ
る

己

$
.を

«
明
し
て
ゐ
る
。
野
蠻
人

‘か
彼
等
の
生
存
を
維
持
す
る
た
め

k

x
夫

す
る
諸
技
術
は
著
し
が
恒
久
的
な
考
め
で
、あ

る

:'.
乙
れ

.ら
：：：の
技

.術
/ば
，他
の

1-
'
4高
+度
办

0 
0

it
'

^

o

::

て
代

'は
ら
れ
る
：：ま

'で
は
；決
，し
'て
美
.ぼ
れ
名
'

(

も
輪
.
^
^

達

々

な

It
會
組
織
を
通
じ

：

て
，獲
ち
れ
た
經
驗
ぜ

U
X 

.つ
-
本
人
類

：は

：發

：展

：

の
：：

必

然

的

な

法

則
 

の
ネ

.ビ
^

進
展
し
辛
來
：l

た
：-の
：で
，：あ
る
。

J
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四
：九
：彼

；：：

味

大

：
體

：
_?:
^

て
.，生

滅

摩

技

術'の

社

#

的

制 

約

性
.を

認

め

な

が
6

も
、尙

ほ

そ

の
Ji
•部

構

，.造

ft
:s
ベ

#

聚

素

の
.作

，用

奪

も

、
可

，成'の

程

度

®

で

^

.

童
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視
 

ゐ

る
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.
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七
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3
-

:
以

上

が

モ
ル

ガ
•

の
根
本
的
立
場
で
あ
る

.:
0

己
の
立
場
^
立

り

て
、
彼
は
人
類
史
の
段
階
別 

を

主

張

也
、こ

'の傻
：：

階
.別
に
；照
應
：
.:1
-
、る

一
の
社

■♦
的
諸

.制
度
、
即
ち
：政
治
：
的
制
度
、
虹

綠
及
び 

家
族
：制
度

.財
產
制
度

.の
，繼
起
的
諸

形
態
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

-
モ
.
.ノ

ガ

ン

は

ダ

つ
'人

類

史

の

，
段

階
*

區

分

(>
た

U野
.
®期

o
^
. 

未

開

期 

(
p
e
r
i
o
d

 

o
f 

B
a
r
b
a
n
s
m
)

文

明

：期
：

(
p
e
r
i
o
d

;6
f c

i
v
i
l
i
z
a
t
i
o
n
)

cb
s

y
、の

段

階
?

あ

6:
'
。
而

し

て

、铍

次
野

蠻
期
：及
び
未
開
期

.
k
つ
，
^

て
眷

れ

を

更

ら

k

細
別
し
て
、各
々
初
期
、中
期
、後
：

期
：：(

f

 older, 

the 

M
i
d
d
l
e
, 

a
n
d

 

the 

Lat
e
r

 

p
e
rioe.. 

?

し

、
そ

：
の

各

：
期

せ
 

$

而
し
て
、ミ
れ
ら
の

「

諸
時
代
は
各
々
特
殊
の
，，

3C
化

を

包

含

. 1
>

、を

1>
て
_

特
#

的
な
生
活
.檨
式
を
代

表

す

る

も
の

で

あ

る

。J(

P
JL
O)

,.

註

.-
3
£〇
.Morgan, ..,op.,.cit'

p
'
.
3
,

9.

譯
本
三 

^
I 

^

」

l
.
'
.
?f
o
; 

s..
 

S

:

.

、
.

. 

.

.

.

.

. 

-
' 

. 

>
.

.

先
づ
野

®

期
で
あ
る

: 0
K

.

1

野

蠻

低

位

狀

態こ
の
狀
態

は

、
人

，
類

の

幼

少

期

を

も

.
つ

て

始

ま

ぅ

^

類

を

生

活

會

料

ビ 

し

、
火

.
を

使

用

す

る

知
識
の
獲
得

そ

も
つ

ィ
終
る
。
人
類
は

M

の
時
期
に
あ
つ
て
は
、局
限

3

れ 

た
原
生
地
に
生
桴
し
、生
'果
物
ど
胡
桃
ど
を
常
食

S

し
た
0
有
部
言
語
の
使
用
の
合

6

よ

^

の

期
に
屬
す
る

.°

ニ

野

®

中
位
狀

.態
魚
顧
を
生
活
資
料
ど
し
、火
を
使
用
す
る
知
識
を
獲
捋
し
た
ど
さ

 ̂

始
ま
み
弓
矢
の
發

.明
を
も
つ
七

'終
る
。
人
類
は
こ
の
時
期

^

今

.の
原
生
地

か

ら

、地
表
の
廣
大 

な
部
分

^

»
が
つ
て
行
り

.
た
の
で
あ

.る
0
::
: 

:

.

.

,
ぐ
ン
，

三

，野

®

高
位
狀
態
弓
矢
の
發

.
明

V
J

ど
も

K

始
ま
：
'

製
陶
技
術
の
發
明

ビ

ヾ

」

も
に
終
る
。

..次
に
未
開
期
で
あ
る
。

.
‘
.

.'
:
ぐ

、

C 

. 

:
'

「

：

第

1

>
:
•未
開
低
位
狀
態
製
陶
技
，術
は
野
蠻
狀
態
ギ
未
開
狀
態
.ど
を
區
別
す
る
最
も
決
定 

的
の
：標
準
で
あ
る
，

製
陶
技
術
は
、

*

火
用

ざ
し
て
木
器

の
上

k

粘
土

'を
塗
る
こ

ビ
I

の
起 

源
を
求
め
る
こ

S

出
來
る
。

;,
野
蠻
時
代

k

^
い
''
'
て
は
，罟
々
は

5

時
期

k

食
け

S

步
過 

拾
を
：t

般
的

R

す
ベ
て
の
民
族

k

そ
の
地
理
的
環

■境

?:
考
量

k

入
れ
ず
に
、論
ず
る

乙
ヾ

」

•か出 

來
た
の

.で
あ
名

.が
、吾
々
，は
每
開
時
代
の
創
始
^
ぼ

大

陸

の

自

然

的

資

源

の

相

異

を

認
 

,

め
な
妙
れ

.ば
な
ら

.ぬ
階
段
に
達
し
た

：
9V'
.
.ヘ
^

 

:
た

'
'
:
:
。

：
.

矛

&
 T±

*

位
狀

.1-
'
朿
头
球

^

あ

い

て

は

動

物

の

馴

化

、、し
飼
養
、西

半

球-{
C
食

い
て
は

ft
用

«
 

物
の
栽
培

€
0 
0

ビ

を

も

り
、て
始
ま
み
、ま
た
建
築
用
ど
し

で

ア
ド
オ

7:
煉
瓦

i

を
用
ゐ
た
の

第
1|
十
四
卷

(

一〇
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ルクス
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肚
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學
ミ
原
始
.
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看
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第
二
十
四
卷

” 

c
l
o
n
H

)

マ
ル
ク
ス
故
會
學̂
.原
始
'社
齡
%

帘
七
.彘

9
四

•
かZ

の
蹄
期
の
始

t

々

で
ぁ
る
。
m

西
半
球
に

M 

.̂
.
て
は

^

蜀
黍
、南
瓜
、甜
瓜
が
栽
培
せ
ら
れ
、こ 

れ
ら
の
植
物
が
被

等

：

の
.主
食
物

^

な
つ
た
。

.：
彼
等
は
防

禦

_

事

^

あ
る
村
を

形

成

し

木

造家 

屋

R

住
ん

.で
ゐ
た
。：
金
場
は
鐵
を
除

S

て
は
、種
々
な
る
も
の
が
使
用

3

れ
た
。
朿
半
浓
^
お
 

S

て
は
、
Z

の
時
期
，は
乳
ぢ
肉
尨
を
供
、給

It
々
動

,

を
' 飼
養
し

/2
時
' ^

始
噠

：

つ
て

P

石
0

植
物 

の
栽
培

.は
^
^
知
ら
れ
て

ゐ

农
か
つ

れ

や

.
^
0
,
-

:」y

未

開

dk
位

狀

態

:'
-
鐡
鑛
の
溶
解

?:
^:
;o
て
始
資
つ
て
文
字
の
發
明

_

€

4

「

れ

が

^
.錄

の

.た
め 

k
.刹
用
：さ
れ

“

文
明
期

.恥

^

る

間

:®
時
期
：が

.
こ

れ

で

あ

る

々

乙
.の：時
期

^

あ
：け
，る

生

產
の
改 

善

進

步
.は

*

法

め

す
：ベ

^

の：時
代

?:
■綜
合
し
：

.た

^

，̂

も
大

'で
あ

.，る。

.

.ギ

ぶ

シ

ャ

.の

英

雄

が

活
 

動

.丨
ノ
ロ
 

:

ォ
,マ
!0
建
設
せ
ら
、る

、
少
し

以

前

の
.
ィ
タ
リ

ャ

民
族
、
タ

レ

ト

ス

時

代

.
の̂

逸

民
族
が

Z
の
.時

代
：̂

B
 す

.る 
o
'
. 

ゾ
へ
'
—
.
- 

'V

'
文

明

期

、.
.
.文

明

の

狀

態

は̂

音
守
母
の
使
用
及
び
文
字

k

ょ
る
記
錄
の
作
製

^

始
ま

6

*
 

代
及
び
近
代

^

分
一
れ
る
。ベ
雙

S
 

U

:

:註
五
 

i

マ”̂
喵

 

a
, 

o
p
. 

c
i
v
.
?

 9,

I

f 

:
■
, 

V 
,

;

Z

の
.
人

類

史

の

三

期

區

分

は

生

活

資

料

一

般
の
：生
紙
技
術

.
R
よ
る
も
の
で
：あ
る
。

今
、
て
れ

-
1
I

f
 

r 

卜

&

の
枝
術
に
よ
る
食
物
獲
得
の
方
法
化
つ
い
て
見
れ
ば
、食
物
獲
得
の
主
要
形
態
は
、主

V」

し
て
、
 

五
種
類

^

分
つ

Z

ビ
が出

：.

來
、そ
の
最
初

.の
ニ
つ
の
形
態
は
野
蠻
時
代
に
發
生
し
、後
の
三

り
の
 

形
態
は
未
開
時
代

k

發
生
し
た
。
：へ
そ
れ
は
次

.の
如
為
獲
得
形
態
で
あ
る

0

「

、局
限

^

れ
た
原 

生
地
に
お
い
て
果
實
及
び
：草
木
根
を
常
食
ヾ

」

す

る

生
活
、

ニ

^

食
•生
活

、
' 
三
、栽
培
し
た
澱
粉 

性
食
物
に
よ
る
生
活
、
；

四
、
歡
肉
及

a0乳
R

よ
る
生

®

.一
*

ff
l

野
耕
作

^
:よ

、る

無

限

の

食

料
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兹
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生

.活

力
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.

扨
て
人
類
は
、以
上
の
如

$

甚
礎
の
上
は
如
何

な
る
，社
會

t

形
成
し
た
か

0

モ

X
ガ
ン
は
社

. 

會
の
確
然
な
る
體
系
的
組
織

^

し
て

.ニ

つ

：
の
，類

型

を

擧

げ

て

ゐ

る

。

ヘ
ン
：

;:
:
:
：
:
,
卜
へ 

'

，「

人

類

の

經

驗

は

た

.
父

 

一；！

つ

の
.政
府
の
類
型

■を
發
達
せ
し
め
た
：け
過
ぎ
な

'
.
^
0
い
己
れ
ら
は 

何
れ
永
，社
會
の
確
然
作
る
體
系
的
..な
組

織

で

あ
る

o

第

』

の
、ぞ

し

て

最

^
古
い

多
の
は
、氏 

族
大
氏
族
部
族
を

®

礎

^

^
た
社
會
組
織

(
a

 

s
o
c
p*
l
^
r
g
a
3.
s
a
to*
n

3

あ̂

s
o
;
.
第
二
の
、そ
し
て 

最
も

' 新
ら
し

$

各
の
は
、領
土
友
び
財

.產

t

基
礎

«

じ
た
き
か
終
勝

(

尸
U

德

1
o
r
g
l
l
o
n
)
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四

六

'
爺

つ
た

P
:
:
:
第

，
.

1

の
.頰
型
の
'も

^!
!0
、氏

.族
的

.社
會
：が

.創
：
_

さ
れ
：たが
、乙
：

©

'
S

て
 

は
政
府
は
，取

^

氏
族

(

や
.部
族

R

對

,

ふ
彼
，等
：の

_

_
係
を
通
；じ

.て
個
人

^

關
：係
ず
る

0

Z

れ 

'«
'
.の
，
係
は
純

.個
人
的

0
:本

0

で
ぁ
っ
た
。
第
二
の

«

型
の
！

に
、政
治
的
社
會
が
設
立 

淳
れ

だ
の
で

，あ

る
が
、こ
の
社

#

に

贷
い

rc
は
’
政

治

は

領

土丨

即

ち

町
や
、郡
や
、州

'な
'

V」
——

 

ベ
に
對
す

る

#

^
.の
關
係

?:
■
通
じ
て
、個
入

R

關
係
す
る
？

乙
れ
ら
の
關
係
は
純
領
土
的
の
も 

の
で
あ
つ
：た
。

"
こ
の

L
1

つ
.の
類
型
は
根
本
的

k
'相
異
す
る

^

の
で
あ
つ
て
、！
は
*
代
社
會 

に
屬
し
、他
は
近
代
社
畲
ド
屬
す
，る
も
の

.で
あ
る
。(

註
：九ー
5

註
五
三

.Morgan, 

o
p
. 

cit., p. 

6
1.

譯
本

.九

.1
1

頁
0

.

.

「

社
會
の
：確
然
な
る
體
系
的
組
織

」

S
じ
て
は
、こ
の
ニ
種
の
組
織
形
態

'を
擧
げ
て
，「

氏
族
は
人
類 

制
度
の

.
;?
ち
で
最

%

*

で
、且
つ
最

i

廣
く
行
は
れ
た
も
の
.の
，ー，

.つ

で

あ

る«—
-
ビ

モ
ル
ガ
ン
は
い 

0

- G

ゐ
る
の
で
あ

-'
5

か(

註五四

〕

；
こ
の
氏
族
組
織
ょ

A

は
一
層
古
ぐ

、

-
:

1.

層
太
.古
的
で
、氏
族
組

®

 

の
胚
種
的
原
則
を
：包
含
す
る
が

如
さ
、組
織
の
存
在
を
擧
げ
.て

ゐ
.

る
。

そ
れ
は
蚯
を
某
礎

ビ

す 

る
社
會
的
組
織
で
あ
る

'

,0
::6
|

0

.

.
て
の
性
を
基

礎
k

す
る
社
會
組
織
は
人
類
の
初
期
か
ら
こ 

れ
を
見
み
こ

v
j

が
出
來

S

ノ
野

®

時
代
に
あ
つ
て
は
、夫
ビ

®

X
の

共

同

が

社

會

制

变

の

中

、い

原
理
で
あ
つ

相
Z

ビ
故
、直
ち

に
看
故

S

れ
.得
よ
ぅ
。
而
し
て
，集
國
內

R

確
立
せ
ら
れ
た
婚
姻 

の

權
.利
，
及

び
#;
柳
は

一

つ
办
尨
大
な

_

織
に
發
達
し
、ゃ
が
て
社
會
«
成
上
の
有
機
的
原
則
ビ 

m

り
.
た

，0
.
が

<:
.て
こ
の
權
利
及
び
特
權
は
そ
の
根
據
め
深
い
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
ピ
れ
ら
か 

ら
の

.解
放
比
無
意
，識
的
祀
.諸
改
韋
を
齎
ら
し
た
運
動
に
よ
ら
ざ
る

?:
#'
^

か
つ
た
の
で
あ
る

- 

か 
<
^
,
0
.
£
礎
ゼ
す
る
階
級
組
織
及
び
そ
の
後

k

起
な
た
.よ

J

高
度
の
血
族
を
装
礎
ビ
す 

る
氏
族
組

*

は
，自
然
陶

&
 

R
a-
'つ
，て
無
*
識

的

R

行
は
れ
た
大
な
る
社
會
的
運
動
の
結
果

 ̂

看
做
^
れ
ね
ば
な
ら

g

c_
°
c
註五

S
 

•
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e
s -
四 

Mcrgao, op. .cit,. p. 

6
1 

薛
%」

九，
'ニ
頁
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'
.
'

.散
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t
五
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y
-s
Q
^
pi3op. 

c
i
r
?
ミ
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^
本
六
九

K
。

ノ
：.
註

^

六
.：
.Morgan, 

op. 

c
i
r七

P
,

ち
 ̂

^
七

〇

質

。

か
：、

6:
見
地
に
立

:

ジ

9
、，

モ
ル
贫

:^
は
人
類
の
性
的
組
織
の
發
展
的
、連
繫
の
圖 

た
。
;'
'
、
ミ

の

連

繫

は
―
部

.は

挺

定
.的

.で
，
あ

る

が

、を'ゆ
間
ド
は

’密
接
ド
し
て
、疑

.ふ
ベ 

係
が

#

在

i

緣
家
族
か
ら
單
婚
家
族
化
い
た
る
家
族
の
發
達
を
^
響
し
た
主 

敗
及
び
象
內
的
關
係
を
包
含
し
て
ゐ
る
の
で
ぁ
る
。
そ
の
連
繫
は
次
の
如
さ

1>

表
を
作
成
し 

か
ら
ざ
る
關 

要
な
る
社
會 

の
で
あ
る
。
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け
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氏

、
族
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組
織
、乙
れ
ば
婚
姻
關
係
か
ら
兄
弟
飾
鍊
を
排
除
束
る

。
.
.
i

;

0
八
‘：：；

血
緣
及
び
親
族
關
係
叹

-グ
ゥ
，

免

ア

及
び

0

-,
, 

ノ
ダ.ヱ 

'一
一：ア

的

贘

系

.
•
' 

擻
骤
の
：第

云

段

階

.

一
ふ
.パ

九
、涔
氏
族
組
織
以
勢
カ
の
增
加
及
び
生
活
友
法

^

お
け
る
改
善
、乙
れ
は
入
類
の
一
部
を
し 

.パて、未
開
低
位
狀

.

_

入̂
ら

3

め

5:
,。‘ニ
 

.

1

〇
v

1

對
間
の
婚
姻
、但
し
絕
對
的
共
棲
な
し

1
1

、

シ
ン
デ
ィ
エ
ス
シ
ア
家
族
、即
ち
對
偶
家
族

(

家
族
の
第
三
段
階

)

連
繫
の
第
四
段
階

：.，

1

ニ
：

限
定
さ
れ
た
地
域
の
平
原

^

あ
け
る
遊
牧
生
活

.

.一
三

'

家
長
的
家
族

(

家
族
の
第
四
の
、但
し
^

外
的
な
る
段
階
一 

連
繫
の
第
五
段
階

.

1
四
、

.
財
產
の
勃
興
及

.び
財
產

^

對
す

.る
直
系
相
續
：の
決
定
：：
，

1

五
;

單
婚
家
族

(

家
族
の
第
五
段
階

)

：：

：
：

.

ぐ：：フ

1

六
、
:
血
緣
及
親
族

*0
.ア
ツ
ヤ
ン
、セ
ミ
チ
フ
ク
、及
び
ス
ウ
レ
へ
ヤ
ン
體
系
、

-グ
ユ
レ

.
I
PT ;
:
體 

系

の

崩

壞

：を
Is
起

し

？

'ゝ 
あ

る

。
S

五
£

註

五
七
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Morgan, op. 
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ノ

以
上
の
性
的
連
藥
の
中
、家
族
の
形
態
を
抽
出
し
て
見
れ
ば
、次
の
五
形
態
を
得
る
こ

V
J

が
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來
る
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血
緣
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族
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：
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:
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家
長

的

家
族
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，
軍
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家
族
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五
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註
五 

A 

Morgan, 

o
p
. 

cit., pp. 393.394*

乙
れ
ら
の
廉
族
め
形
態
は
、順
次
の
發
展
的
形
態
で
あ
つ
て
、

そ

の
個
々
が
別
々
の
無
關
係
な 

形
態
で
は

な
い

。
.
而

し
て

、

こ
の
五
形

■

の
中
の
三
形
■
、即
ち
第

一、
第
一
一
、及
び
第
五
の
形
態
は
、
 

茈
本
猶
な
も

の
で

あ

る
。

何
ビ
な
れ

ば
、を
れ

は
現
存
の
形
態
^

あ
る
三
つ
の
區
別

あ
る

血
緣 

體
系

?:
創
造
す
る
ほ
ざ

一

般
的
で
あ

6
、有
力
な
る
も
の

^

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
こ
れ
ら 

の
體
系
は
、を
れ
自
ら
，密
接
な
關
係

R

立
つ
先
行
的
家
族
及
び
婚
姆
形
態
の
存
在
を
證
明
す
る 

も
の
で
あ
る
。
他
の
ニ

.
派
態
、即
ち
對
偶
家
族

V」
家
長
的
家
族
は
、中
間
的
な
名
の
で
あ
つ
て
、新 

た
な
血
緣
體
系
を
創
設
し
、ま
た
は
修
芷
す
る
ほ
ざ
、人
類

^

大
な
る
影
響
を
及
ぽ
し
て
ゐ
な

.い
0

(

註五九
；*

胜
五
九
 

Morgan, 

o
p
.
c
i
r
p
,

 

3
9
4
.

.

家
族
及

.
び
.婚

0

Q

:諸
' 形
態

.を
：說

.明
す
る
た

め
R

は
、そ
の
；务
々
に
附
隨
す
る
血
緣
及
親
族
制 

度
の

®

質
的
內
容
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

Z

の
血
緣
制
度
の
內
容
は
家
族
及
婚
姻
.形
膨
の
諸 

問
題
，を
暗
示
す
る
の
：み
な
ら
ず
、乙
の
體
系
か
ら
の

.推

論
は
疑
間
の
余
地
を

.發
生
せ
.し
め
な
い 

位
に
確
實
で
あ
る
。
乍
併
、こ
の
制

.度
は
極
め
て
祓
雜
の
も
の

'
で
あ
る

Z
.
ビ
は
い
ふ
^
で
も
な 

n

•
'家
族
形
態
迄
密
接
な
關
係
を
有
す
る
三
つ
の

M

緣

fs
系
ど
は
次
の
如
会

-%
の
，を
い
ふ
の 

で
'あ
る

r

1
、

マ
レ
エ
，式
、

ニ

/

ゥ

ラ

ニ

ァ

式

三

.，ア
リ
ヤ
ン
，(

又「

は

セ

：
ミ
：
チ'
ッ
ク
、ゥ
ラ
ソ
ャ

)

式

. 

S

呼
ば
れ

.る
も
の
で
あ
る
。

.

.
ニ
. 

•

,

1

今
ロ

.

で̂

^

發
見
さ
れ

.た：血
緣
の
最
も
原
始
的
な

.體
：系
は
：ポ
リ
ネ
デ
ァ
穡
族
の
間
に
あ
け 

る
.
そ
れ
で
あ
：る

V

ヮ
ィ
式
體
系
は
そ
の
代
表
的

.な
も

.
の
で
あ
る
。

，
ル
ガ
ン
は
そ
れ
を
マ 

レ
エ

.

.式
體
系
ど
名
づ
け
尨
。

へ

Z
の
體
系

k

备

S

て
'
-は
、親
竦
す
へ
て
の
ン
血
緣
は
、次
.の
關
係
の
何 

れ
か

R

歸

す

る

：。.
：
即

，
ち

父

母

.
子

、
祖

父

,

孫
、见
弟
、姉
妹
が
己
れ
で
あ
る
。

:
.他
の

.血
緣
_

係
は
認 

め
へ
ら
れ

な
' 
い
ゆ
で

あ
る
。

Zれ
ら
の
外

^

婿
娴

11
係

#

あ

る
。，
：
乙

の
.血
緣
體
系
は
、第

r
家
族 

形
態
で
あ

.
*a
血
緣
家

.族
ど

.

V」

も

k

起
み
、を
の

“
*
代
的
存
在
の
主
要
な

.證
據
を

.包
含

'し
て
ゐ
る
。
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五ニ

乙

の
A

制

.緣

度
K
ょ

o

て、
か

く

の
如

さ
重

要

な

推

論
t

行

ふ
乙

ビ
は
、ぞ

吵
.根

據

の

雜

弱

なZ- 

V」

を

指

摘

せ
ら
る

ゝ

か
も
知
れ
ぬ
.。

乍

併

ビ
.れ
ら

办

關

係

が

眞

實

に

.存

.在

し

t
eな

ら
ば
'乙
の

推
論
；の
眞
實
性
：は

:

許
容
せ
ら
れ
 

'る
o

矿

ソ
ネ

ダ 

か
ら

‘フ
ナ
,
ア
形
態
に
移
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る 

こ
の
血
緣
體
系
の
變

51
$:
必
要

^j

す
る

ほ

 

'マ」

の 

革
も
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る

,

ア
メ
リ
、力

0'
- 

頃)

の
ナ
ン
ド
ウ
ッ
チ
諸
高

^

あ

lr
て
は
32

:

弟

 ̂

で
は
な
か
つ
た
。
古
代
ア
ジ
ア
に
あ
け
る
ぞ
の 

今
日
ア

ジ

ア

R

行
ぱ
れ
て

.

.

Q

を
ッ
ウ
ラ
二
ア
體 

訪
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〇
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.第
二
の

大

血
緣
體
系
は

ツ
ウ
ラ
ニ

r

式
の

そ 

の
起
源
を
鮮
化
あ

け
る

•フ

ナ
グ
ア

婚
姻

v
j

氏
族 

形
態
は
，自
己

0-
兄
弟
姉
妹
を
婚
姻
關
係
か
ら
排 

て
成
立
し
た
の
で

あ
る
。
從
つ
て
血

緣

の
ッ
ウ

ァ

R

あ
い
て
は
、家
族
形
態
は
旣
は
、血
緣
形
態 

が
、ミ
の
血
緣
形
態
が
一
般

k

行
は
れ

て
ゐ
る

0 

强
い
動
機

f

ま
た
菡
本
的
な
社
會
制
度
の
變 

遨
督

0布
敎
が
始
め
ら
れ
た
頃
ニ
八
一
一
〇
年 

妹
の
雜
婚
は
ま
だ
全
然
を
の
跡
を
斷
つ
た
の 

存
在
も
疑
ふ
乙
ピ
は
出
來
ぬ
。

.何

^

な
れ
ば
、

系
の

*

礎
^.
.か
.ら
.で
あ
る
。

(

註六
.8

- 

.

れ

で
あ
る

o

义
ゥ
ラ
.一一
ア
式
血
緣
體
系
は

そ 

制
度

^

歸
す
る
乙

^
が

^-
來
る
。

己
の
婚
娘 

除
す
，る
氏
族
に
あ
け
る
雜
婚
の
禁
止
に
ょ
つ 

ラ
ニ
ァ
式
形
態
が
婚
姻

^
表
は
れ
る

ミ
、そ
れ

は
ブ
ナ
，
ア
家
族
で
あ
る
。

ッ
ゥ
ラ

‘ ニ
ア
式
體
系
の
下

^

あ
い

'て
は

'ア

ソ
ア
ン
式
體
系
の
下 

k

知
ら
れ
て
ゐ
る
す
ベ
で
の
關
保

2:
1
1
1め

.)
]
0
R
ア
ジ
ア
ン
式

^

為
い
て
は
、

$

意

3

れ
て
ゐ
な 

S

數
種
の
關
係
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

ッ
ゥ
ラ
二
ア
式

R

.特
有
な
る
も

」

の
は
、親
踩
の
血
緣
が 

種
類
別
に
せ
ら
れ
て
、ア
リ
ア
ン

.
式
體
系
の
普
通
の
關
係
以

±
.R

.«
ぶ
の
：で
あ
る
。
普
通
及
び 

儀
式
の
挨
拶

^

お
い
て
、我
緣
の
言
葉
で
呼
び
褂
け

^

し
て
補
人
名
を
呼
ぶ

,
g

sが
な
い
の
で 

あ
る
。

乙
の
ミ

ビ
は
，最

4
; 
0

遠
な
血
緣

_
■
;#
>
を

も
保
存
認

_識
せ
し
め
、且

0

こ

，
の

•
體

系

の

知

識
 

を
普
及
せ
し
め
る
。
何

#

の
，血
緣
關
係
の
な
い
場

.：當

i
 S

 V

ば
、挨

-拶
の
；形
式
：は

「

余
‘の
友
人

」 

$
简
單

^

い
ふ
の
で
あ
る
。
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血
緣
體
系
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リ
ア
ゾ
'セ
ミ
チ
ッ
ク
又
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ニ
ゥ
ラ

:y
ア
ン
式

S

呼
ば
る
ベ
き
も
の 

で
あ
る
。

-
乙
れ
は
、單
婚

.家
族

R

あ
け
る

_

係
を
規
定
す
る
：體
系
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あ
石

0(

註
六
一
一

)
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註
六

'
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召
ぞ
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泽
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'
要
す
る

k

zl
れ
ら
の
血
緣

'體
系
：は
、根
本
的
k

相
異
す：

る
ニ
.形

態

R

®
着
す
る
。
そ
れ
は
分 

類
的
體
系

(classificatory 

system.) 
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圖
式
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述
的
體
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で
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る 

'
分
'
察
的
：體
系
の
卞

^

^

^

\
ア
は
，血

_

は
'.そ
癸

 

載
^

ら
'
る

、
z

v
j

な
く
、種 

家
^

分
霞
せ
ら
る
、

°

Z

の
揚
合
、自

*
己
k

對
す

.，る
血
緣
の

'
遠
近

.の
程
度

k

つ
い
て
は
，何
等
考 

li
r

せ
ら
る
 

>

こ

v

な

く

同

：
一
種
，類

の

す

べ

て

の

人

に

對

し

て

、同

1

.
の

血

緣

名

稱

へ

か

用

ゐ

ら

れ 

る
の
で
あ
る

0

か
ぐ
て
，
:a

分
自
身

:

の
兄
弟
及
び
自
分
の
父
め
兄
弟
の
息
.子
は
す
ベ
て
同
樣
に 

自
分
の
兄
弟
で
あ

.る
。：
自
分
自
身
の
姉
妹
及
び
自
分
の
母
の
姉
姝
の
娘
は
す
ベ
て

1

様
^
自 

分
の

㈨

妹
で
あ
る
。

か
く
の
如

'
会
が
、マ
レ
ェ
式
及
び

ッ
ゥ
ラ
ニ
ァ
式
體
系
に
あ
け
る
分
類
法 

で
あ
る
。

-

記
述
的
體
系

^

>

.
け
る
稱
呼
法

.
は
、血
緣

.
本
來

0

.
名
稱
，ま
た
は
そ
の
名
稱
の
組
み
合 

せ
^

ょ

る
も
め
で
あ
り

 

'て
、各

入

の

血
»

關

係

を

各

入

特

殊

の

今

の

士

す

る':
0

®
:
々

は

兄

弟

の 

息
子
、父
の
兄
弟
、父

の

.J
a

第
の
息
子
等
ゼ

.呼

.ぶ
の
で
あ
る

0

-'

乙
れ
，は
ァ
リ
ァ
ン
、セ
ミ
チ
ッ
ク
、ゥ 

ラ

ソ
ァ
家
族
の
體
系
で

'あ
つ
て
、單
婚
家
族
ど

^

も
k

起
つ
た

^

の
で
め
る
。

Z

の
ニ
つ
の
體 

系
に

.

#
け
る
基
本
的

.
差
異
は
、前
者
が
群
ド
あ
：け
る
祓
數
播
姻
を
行
ひ
、後
者
が
耀
數
當
事
者
に 

お
け
る
取
船
，
の
行
は
れ
る
の

k

ょ

る

の

で

あ

る

。

而

し

て

、記
，述

，的

體

系

は

、
ァ
> .

ォ
ン
、セ
；ミ
チ
ッ 

ク
、ゥ
ラ
ソ

'
ァ
家
族
ド
あ

$

て
、同
樣
で
あ
る
が
、分
類
的
體
系
ド
は
ー
ー

0

あ
る
。
.

♦

の
一
は
，最
も

*

s

マ
レ

エ
式
で
あ
つ
て
、そ
の
ニ
は
、ッ
ゥ
ラ
ニ
ァ
及
び
ジ
ェ
ニ
ノ
グ
>
ニ

ァ
式

で、

マ
レ
エ
式
の

I

I

修

正

^

ょ
‘つ
て
成
る

‘
名
の
で
あ
る
ぺ
註
六
三
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：

訪
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Morgan, 
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p
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ム
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以
上
の
血
緣
體
系

^

甚
礎
を
有
す
る
：五
つ

‘の
家
族
形
態
の
中
、第
|
の
血
緣
家
族
を
除
い
て 

は
歷
史
時
代

R

存

在

し

ま

た

存

在

す

る

も

の

で

あ

る

。
.
.
た 

< 

血

緣

家

族

の

み

は

、

® ：
k

そ
の
痕 

跡

を

ダ

a
以
上
の
：衣

^
血

緣

體

系

ょ

办

推

論

す

る

外
S

い
.
の
で
あ
る

9 (

5
ハ
叫〕

■乍
并
、こ
n

ら 

の

家

族

瓜

態

は

旣
R

述
ベ
た
や
ぅ

R
、一

連

の

發

展

的

形

態

で
あ
つ
て
、何
れ
も
異
れ
る
社
會
狀 

態
^

照
，應

し

て

發

展

し

來

つ

た

兑

の
で、吾
々
は

こ

> 

S
會
發
展
に

食

け
る
最
も
典
型
的
な 

現
象
を
發
見
し
：得
る
.の
.で

あ

る

.0
S

穴
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、ガ
ン
は
ビ
れ
ら
の
家
族
の

.五
'形
態
以
•外
の
性
的
關
係
を
考

へ
，
た

か

。
，
そ

れ

は

人
#
の
 

野
蠻
低
.位
狀
態

2

け
る
性
的
關
係
で
あ
る
。

モレノ，ガ
ン
は

i

の
£

を
無
拘
束
性
交
の
狀 

t

t

ブ

は

，筒

鉛

(
p
r
o
l
c
u
o
u
s
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五
六

で
ぁ
っ

て
、
人
類
が
.ま

^

を
•の
周
圍
：の
：動
物
ビ

.差

.し
れ
名
相
違
を
持
允
な
が
り
た
時
代
の
狀
態 

で
あ
る
。

M

;0
時
代
の
人
類
は

0

0

を
知
ら
ず
、群
園
で
生
活
し
て

.ぬ
允
ら
し
い
。
人
類
は
軍 

R

野
蠻
人
で
あ

*-
9

た
許

.

cs 

,で

:^
く
、知

.識

^
.道
德
的
意
識

;5
:
有
す
る

2

:̂
最 

乙
の
狀
態
か
ら
人
類
の

.徐
々
た
る
發
展
は
始
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

S

六六〕
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六
 

M
o
r
g
a
n
, op. 

c
i
r̂
cn
o
y
.
p
pcu
. p. 

427*

か
く
の
如
き
性
的
關
係
の
狀
態
が
存
在
し
た
か
否
か
の
證
據
が
存
す
る 

せ
ら
れ
て
ぬ
る
。
乍

併
、
乇
火
ガ
ン

.は
之
れ
に
答
へ
る
の
紀
、血
緣
家
族
並
に 

體
系
が
、そ
れ

R

先
行
す

る

無
拘
束
性

交

狀
態
を
豫
定

す
る

乙

ヾ

」

を

名
つ

て
 

類
が
そ
の
原
生
地
に
あ

%

て
^

木
根
を
常
食
^
し
て
ゐ
た
時
代
に
限
ら
れ 

れ
ば

、

入
輝
が
傲
食
生
活
を
開
始
し
、入
エ
的
食
物
に
依
賴
し

て、
地
表
の
散
布 

Z
.
0
狀
態
は
恐
ち
く
あ
多
得
ざ
る
も
の
で
あ
つ
た
ら
ぅ
。

乙
の
時
代
^
あ
 

R

あ
け
る
雜
婚
が
行
は
れ
、そ
の
結
果

V

し
て
、血

•緣
家
族
の
形
®
ど

な
つ
お 

緣
體
系
か
ら
の
推
論
に

ょ

CV,

て、
考
へ
得
る
最
古
の
社
會
形
態
は
こ
の
家
族 

緣
家
族
は
、を
の
先
行
的
想
像
狀
態
の
#
徵
を
供
へ

て
ゐ
る
。

そ
れ
は
限
定

さ で の い し て し 血
れ あ で て 始 ゐ た 緣  
た る あ は め れ 。の 
範 ° 4 血 て °そマ

問
題
ビ

.

レ
エ
式

れ
は
、入

何

V」

な 

か
ら
は
、
 

緣
群
內 

ぅ
。
血 

こ
の
血 

圃
內

k

あ
け
る
無
拘
束
性
交
を
認
め
て
ゐ
た
。

乙
の
血
緣
家
族
ど
無
拘
束
性
交
に
あ
け
る
群
生
活

、
，

J 

の
間
の
期
間
は
相
當

^

長
い
も
の
^
相
異
な
い
の
で

あ
る
が

ピ
の
間
^
中
間
的
狀
態
の
あ
つ 

た
證
據

4
、そ
の
推
論
の
根
據
も
存
在
し
な
い
。
乍
併
、こ
の
問
題
の
解
決
は
、實
證
的
^
は
存
し 

得
な
い
。

た
ヾ
無
拘
束
脞
交
は
血
緣
家
族

^

對
し

て
、
先
行
す

る

必
然
的
狀
態

S

し
て
理
論
的 

R

推
論
す
る
外
な
い
の
で
あ
る
。
而
し

て
、
乙
の
血
緣
家
族

^

雖

も
、
實
證
的
知
識
の
及
ば
ざ
る 

人
.類
の
霧
の
や
ぅ

^
、疋
漠
な
る
太
古
の
中
に
隱
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

6
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r
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op. 

c
r
p
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5
0
S

丨509.

モ
ル
ガ
ン
は
人
類
の
性
的
關
係
を

Z

の
狀
態
か
ら
說
明
し
始
め

て

、を

の

徐

々
た
る
發
展
の 

過
暌
を
迹

0
.た
の
で
あ
る
。
乍
併
、

彼

の

目
的

I

少
く
ど
も

彼

の

*

代
社
會

」

R

お
け
る
目
的 

は
、ィ
ヵ
ク
ォ
ィ
種
族
の
中

^

發
見
せ
ら
れ
た
氏
族
制
度
^
り
い
て
說
明
し
ピ
の
氏
族
制
度
が 

人
類
最
初
の

「

確
然
た
る
社
會
制
度

」

な
る

乙
ヾ

」

を
主
張
し

、
|
つ

現
存
低
度
文
化
種
族
及
び
歷
史 

的
種
族
に

あ

け
る

N
；

の

制
度
の

一

般
性

?:
認
識
し
，こ
の
社
會
制
度
の
崩
壊
の
廢
壚
に
の
み
、政 

.治
的
铀
會

_
_

»!
]

象

_
_

が
成
立
せ
ら
る
、
こ
ど
を
發
展
的
に
說
明
す
る
に
あ
つ
た
こ

:̂
说 

容
易

^

見
得
る

V
J

乙
'ろ
で
あ
る

。
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八

;
然
る

.
K
多
く
の
モ

\

ガ
ン
批
評
家
は
、こ
の
重

.要
な
點

R

及
ば
ず
し
て
、モ
,
ガ
シ
の
推
定
的 

出
發
點

re
あ
る

0

掏

求

性

一

ハ

夂

の

狀

態

Q

存

否

に

關

す

る：

批

判
^

歌

^

を
置
く
に
至
り
た

。

乙 

の
問
題
は
耽
紀
モ

\

ガ
ン

:%
い
つ
て
ゐ
る
や
ぅ

R
、直接
歸
納

_

立
證
ド
役
立

0
,

ベ
き

W

實
を 

求
め
る

Z

ビ
が
出
來

g
o
.

乙
の
點
か
ら
見
て
も
，議
論
の
餘
他
は
大
：い

R
、保
留
せ
ら
れ
て
ね
る 

も
の

V

考
へ
ち
れ

;5
の
で
あ

^
。：■

而

し

、
て
、
モh

ガ
ン
の
推
定
的
狀
態
た
る
無
拘
束
的
性
交
の 

狀
態

ビ
い
ふ
が
如
き
は
現
在

の
道
德
的
觀
念
か
ら
見
れ
ば
排
斥
す
ベ

&
、而
し
て

*it
惡
す
ベ
き 

狀
態

V
J

考
へ
ら
れ

る

の
で
あ
る

0
.

か 
> 

る
黙
か
ら
、こ

の

モ
ル
ガ

ゾ
.の

主
張

^

對
し
て
.多
く

の
 

非
雛
の
集
る

乙
ビ
は
當

.然

.
'のM

 

V
卜
で
な
く

て

は
：
衣
ら

g

o
宗
敎
的
並
に
道
徳
的
根
據
に
基
い 

た
.'
非
雛
は
別

<£
し、て

も
^

ぼ
社
會
學
者
の
間

{2
:
翁
說

k
.對
す
る
賛
否
の
論
は
甚
だ
盛
で
あ
る 

V

い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

■
:

モ：ル
ガ

v

の

無

拘

.m
性
交
狀
態

.存
在
說
は
必
ず

レ

も

彼
の
創
見
で
は
；な
い
。

#
以
前
に
あ 

いては、
例
へ
ば
、パッ
ハ
オ
ォ
フ
エ
ン
、マッ
ク
レ
ナ
ン
，

ボ
ッ
ク
等

k

ょ
つ
て
主
張
せ
ら
れ

®
 

の
以
後

^

あ
い
て
、乙
の
說
を
支
持
す
る
も
の

S

し
て
は
、
リ
ッ
。
へルト、
ウ
ィ
火
ケ
ン
、コオラァ、

ホ
.
ス
ト
ベ
ル
ン
フ
エ
フ
ト
、へ

ダ

ク
ダ
ト
、スぺ
ン
ナ
ア
、
ラ
ッ
ツ
エ

‘
ダ、アヒ
リ
ス
、
ラ
ン
ブ
レ
ヒ
ト

な

V」

を
擧
げ
る
こ
ビ
が
出
來
る

;

°
こ
れ
に
反
し
で
、

•乙
の
說

R

反
對
し
て
、人
類
婚
姻
の
形
態
を
： 

單
婚

S
斷
定
せ
ん

S
す
る
學
者
ど
し
て
、吾
々
は
次
の
如

&

人
々
を
擧
げ
る
。
シ
ュ
タ

,
ヶ

、
ウ

エ
ス
タ
ア
マ
ア
ク
、グ
ロ
ジ
ス
、ク
ロ
ウ

.
リ
イ
，ア
ン
ド

.リ
ユ
ウ

•ラ
ン
グ
、アト
キ
ン
ス
ン
、ノオスコ 

オト

•トマ

'
ス
*ウ
イ
ル
へ
ダ
ム
％ウン
ト
フ
ォ

■
レ
ダ
ク
ウ
レ
ン
ベ
ッ
ク
か
こ
，れ
で
あ
る
勿
論
近 

時
の
學
者
の
間
ド
は
、モ

,

ガ
ン
說
の
，誤
謬
ビ
眞
现
ど
を

.鑑
別
し
て
、賛
不
：

I

兩
說
を
折
衷
せ
ん
ビ

す
る
も
の
も
あ
る
？
リ
イ

*

ウ
.
r
アス、ライ
ツ
ェ
ン
シ
ユ
ダ
イ
ン
，ブユ
シ
ャ
ン
、ぐグ
ェ
ロ
フ
ク

*

工
リ

ス、ク
ノ
 

.オ，

.フレ

.H

、サ..ア

.、へ

- 

\

ゾ
メ

尸.
ダ

ト
ラ

ゾ.
.
.ド
の

'
.

1
. ^

さ
.か
Z

/-
1

^
あ

る
o

(

.
t-
f

e

六へ〕

•姓

六
八

'
 

.

MBler-Lyer, 

F
l
u
s
s

 

der Liebe. 

ss.. 

IIS-J20..

. 

. 

-• 

.； 

.

.

.

.

.
•
, 

.
 

.

筆
者
は

^
の
論
華
を
こ
、

k
.記
述
し
や
ぅ

^
は
思
は
な
い
。
仑
れ
は
新
た
な
、マ
論
文
を
要 

求
す
る

^
價
す
る
課
題
で
あ
る
。

.
た
、
筆
者
の

乙

の
問
題
に
對
す
る
態
度
を
明
か
に
す
れ
ば
、
 

を
れ
は

.無
拘
束
佳
交
狀

_

の
存
在
說

k

傾

s
'て
，q

る。

Z

の
_

在

^

對
す
る
モ
ル
、
ガ
ン
の
血 

緣
稱
呼
法
に
ょ
る
推
論
の

1£
否
に
つ

S

て
^
、筆者
は
何
ご
ど
も
い
ふ
乙
ビ
が
出
來
な
い
。
け
 

れ
ざ
も
低
度
文
化
種
縣
の
社
會
學
的
並

R

心
理
學
的
研
究
の
成
果
は
、乙
の
說
カ
_疋
常
性
を
主 

張

し

..
#

:5
が
.如
く
で
あ
る
。
乙
の

z

y

j

は
、今
日
家
族
史
研
洗
の
分
野

R

行
は
れ
て
ゐ
る
假
說

第
二
十
W
卷

2

o四
七)

マ
ル
ク
ス
社
#
學
ミ
M
始
社
會
論 

第
.七
號 

沉
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づ に の

第
二
十
四
卷

a

o
四
八)

.

ブ
ル
ク
ス
社
會
學

W

M
始
社
會
謫

紛
糾
の
解
決

^

s

ふ
困
難
な
課
題
を
解
決
し
た
ど
稱
せ
ら
る

’ 

ょ
つ

•..
て

lr
ふ

^

:

ビ
が

5
3

來

:6
士
思
ふ
。

(

註

六九)

彼
の

「

家

族
莜

食 

け
は

*吾

々
の

尊

：重

し
得
る
論

»

で
あ
る

0(

註
七

G

独
六
九
 

C
u
n
o
w
,

 
Zur 

U
r
g
e
s
c
h
k
h
t
e

 

der 

E
h
e

 

u
n
d

 

Famine. 

1
9
1
2
’

服
部
之
總

つ
い
て

六
四

K

訪
七
 

o 

M
B
l
e
r
.
L
y
e
r
,

 .Die. Familie. 

ss. 
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六
o 

. 

ミ
ユ
ラ
ア

.ソ
ヤ

r

の權威 

け
る
詳
細
な
•理
論
的
基
礎

諍
婚
姻
及
び
家

族
の
原
史
に

の 行 し 去 十 述 論 本 O 
請 つ て ニ  ニ し に 文

論 た ゐ 三 號 た あ 中  

文 つ る 间 は に る に  

式 も も 本 本 過  も

の り の 誌 論 ぎ 故 旣  

關 で で に 文 な に に  

聯 は あ 擧 ミ い 本 記  

に あ る げ 大 論 し

け 社 

る 命

そ の  

の 中

根 心  

本 勘 . 
的 は  

立 氏  

場 族  

を 制  

略 度

を

筆

者

切

K

希

W.

す

て置いたやぅに、モル
ガ

ン

の「

十|4
代
 

は、マルクス社

.
會
學

2

の關係にお

拙槁

「
ェ
ゾ
ゲ

;v
スの

.原始家族論

」
Q
1
E

學
會
雜
誌
第
.ニ
十
一
卷
第 

な
る

.關
係
が

あ
る
。

參
照
せ

ら

れ

ば

幸

驻

で
_
あ
る
。

本
論
文

は
、砠 

た

拙
稿

w

 

w
も
に
、マ
ル
ク

ス
_
家
社
會
學
の
解

^

を
そ
の 

か
ら
'そ

の

限
り
に
お
い
て
あ
ま

®

關
係
の

な
I
い

^
项を畨 

る

が、双

に
見
る
が
如
き

形
態
の
も
の

ミな

'
つた。
と
れ
ら
の

過

去
 

お

いて、

ホ

m

文
皿

に

⑽
 ̂

0
表
す
ベ
き

0
論
夂
を
尨
ち
れ
ん
こ

€ 

る
0

.

.

- 

'

.

-.
.
.

 

.. 

■

1

九

H

0
•六

*

~稿
 

了

E

的

W

 

略
し
て

T

八

四

一

一

年
前
の

炭
礦
勞

働
狀
態

I

英
國
兒
童
勞
働
史
の

一齣丨

高

村

-

象

，
平

：，

'
 

i 

. 

'
:
’ 
‘

.吾
人
は
本
誌
第
二
十
四
卷
第
四
號
に
、1

八
四
ニ
.年
炭
坑
法
制
定
前
の
英
國
炭
礦
業
に
於
け
る
技
術
上
の
進
步
を 

槪
說
し
た
。

本
稿
は
此
の
進
步
の
下
に
於
て
坑
夫
' 
殊
R
幼
华
坑
夫
が
斯
業
の
勞
資
關
係
か
ら
如
何
な
る
影
響
を
受 

け
れ
か
の
»
明
を
目
的
ど
す
る
。
彼
等
の
環
境
^
其
の
感
化
^
亦
以
下
^
於
て
檢
討
せ
ん
^
欲
す
る
事
項
で
あ
る
ク 

此
の
理
解
を
容
易
な
ら
し
む
る
が
爲
め
に
、
吾
人
は
先
づ
斯
業
の1

般
雇
傭
關
係
を
一
瞥
す
る
の
要
が
あ
る

Zビ 

を
認
め
る
。
炭
礦
業
は
何
人
^

ょ

つ

て

營

ま

.
れ

た

か
、

坑
夫
は
如
何
な
る
條
件
の
下
^

屉
傭
^

れ
操
業
し
た
か
の
知 

識
は
、
幼
年
坑
夫
の
勞
働
狀
態
を
見
る
{<
:

際
し
て
、
豫
じ
め
保
有
^
れ
ね
ば
な
らe

も
の
で
あ
る
。

英
國
に
於
て
は
、土
地
の

Fr
l
權
は
亦其

の
±、
地
內
の
鑛
物

I

但
し

金

銀

を

除

く

—

の

所
有

權

を

意

味

し

た。
 

從
て
中
世
に
於
て
も
、
領
主
は
共
の
欲
す
る
が
爻
、

^
採

炭

し

、

又

は

之

を

他£
賃

貸

し

た

の

で

あ

る<
1̂

マ
ナ
 

ァ
借
地
人(manorial, t

e
n
a
n
t
)

は

荒

燕

地

及

び

森

林

地

か

ら

自

家

用

の

石

炭

を

探

掘

す

る

權

利

?:
有

し

て
ゐ
化
9〕

。

第
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八
四
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前
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勞
働
狀
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